





















代社会における自己アイデンティティの動態的な再構成過程を明らかにした A. Giddens の再帰











































 AYA世代のがん経験者が参加する 3つのセルフヘルプ・グループで、2018年 4月から 2019年
3月にかけて継続的に参与観察を実施した。調査は、がんの種類に限らず主に 20代～40代の「自
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